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どちらも二蘇 (拭･轍の兄弟)とつきあいがあった｡ 子高はのちに剃公 (王安石)から学問
を受けた｡むかし周壇姫とのロマンスがあり,胡徴 (おそらくは微)之が伝を書いた｡あ


































































































































































滴 りて羅衣に在り 一半斑なり - 第29句の施注により,第29句の王注を参照｡
(ll) 虞部員外邸の父君 (王正路)はその事を ｢状｣にまとめて皇帝に上奏した｡(その後王
過は)春の花をみても秋の月をながめても,もの悲しく涙を流してその場を去るのだった｡
- 第30句の施注｡




































































つぎは,さきの ｢雲麓漫紗｣に ｢あるものはその伝を用いて ｢六ム｣曲の歌詞を作り｣と
あった ｢六ム｣を考えてみよう｡ 南末の王灼の ｢碧難漫志｣巻三などによれば,｢六/L｣とは






























































































































寒 会 虚幌 風冷冷たり













































































































































































































人 文 学 報
真偽の判定を読者にゆだねている｡
それに対して,葉夢得などは,何かにかこつけた作り話だと主張する｡ そして,現代の研究


































ろう｡ そこでポイントとなるのは,石 ･丁 ･王過のいずれの芙蓉城も仁宗の慶暦年間,とくに

























































う は ら け は どん ま け く もつ ず け ふん だ り け




















とある｡ ここで ｢紅蓮｣とからむ ｢国土｣｢仏国｣は,｢芙蓉城｣のイメージの形成にいくらか
は貢献しているだろう｡





























































つぎは,蘇拭詩の同じく第 13句の ｢帝延に朝す｣を検討しよう｡ この ｢帝｣は,いったい
誰なのか｡少なくとも,これは ｢伝｣の (6)で周堵英が朝列の答えとして ｢帝にお目通りす
るのです｣とのべた ｢帝｣であり,王鐘の ｢黙記｣で宴殊が ｢其の人の名は帝所に在り,果た
お
してしかるか否か｣ とたずね,｢試しに帝所に干いて早晩の期と,後来皇子が還た定むを得る
や否やとを問え｣ とたのんだ ｢帝所｣の ｢帝｣ と同一だろう｡ そして,｢伝｣の (6)での



















人 文 学 報
芙蓉城の主であり,｢帝｣だったのである｡
｢玉帝｣は,｢玉皇大帝｣｢玉皇上帝｣などともよばれ,｢玉皇｣ともよばれる,道教の最高神































































































































か｡この点については,さきに引いた ｢十洲記｣で ｢崖蕃山｣が ｢三島｣のはじめにあげられ
ていたことが,きわめて重要なヒントになるが,ここで,西王母,玉帝につづく第三の媒介を
設定してもよかろう｡ それは,西王母のパートナーにして,玉皇とも関係する東王父,別名木

























上島の三洲は,蓬莱 ･方丈 ･温州を謂うなり｡ 中島の三洲は芙蓉 ･聞苑 ･塔池を謂うなり｡








































再生する｡ それは昔の死ぬ前の姿より遥かにりっばである｡ 真人は太陰で錬形 (肉体を錬
成)し,三宮で姿を変えるというのは,このことである｡
また,第 10句 ｢無復白日乗雲耕｣の ｢雲耕｣雲の車も頻出語で,｢兵譜｣巻一には,
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た時,人びとの間の関係が際立ち,陰陽の別がきまると,三元 ･八会 ･群方 ･飛天の書が







この ｢流鈴｣は,やはり ｢真語｣に頻出する ｢流金の鈴｣に同じい｡巻二には,司命東卿君
降臨のおり,おつきの者の一人が ｢流金の鈴を手に握っている｣,巻三には,東宮霊照夫人が
｢神虎の符を帯び,流金の鈴を握り｣,巻五には,｢仙道に流金の鈴有りて,以って鬼神を摸す｣
などとある｡
さて,ここらで,北末での芙蓉城の出現についてまとめるとすれば,それは,少し前にその
治世をおえた真宗の濃厚な道教の気分のもと,西王母,玉帝,東王父といった神仙を媒介とし
て,さらには ｢真譜｣や仏教の西方浄土をも加味して,王過という個人のなかにもたらされた
宗教的幻想だったろう｡ ただ,王過は建前として儒教を奉ずる高級官僚の御曹子であり,道教
に対する傾倒がどれほどのものだったのかは,不明である｡
また,別系統のうわさで,芙蓉城主として迎えられたのが,なぜ石延年であり,丁度であっ
たのかは,よくわからない ｡ かれらのどちらからも,明白な道教信仰などは見出せないからで
ある｡ しかし,それらの疑問は,今後の課題として残しておくことにしよう｡
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